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はじめに・・・

岳南地域は、明治以降、製紙・パルプ工業が発達し、戦後は食品加工、化学繊維、自動

車、電気機械などの企業が進出しました。加えて関連中小企業の設立や設備投資が相次ぎ、

新しい工業地域として脚光を浴びることになりました。

昭和30年代に入り、静岡県は、当地域に駿河湾臨海工業地帯の拠点となる「工業港」の

建設を始めとする産業基盤整備を重点とした総合開発計画を策定し、昭和33年（1958

年）4月から第一期修築工事に着手しました。

田子の浦港周辺の海岸は、我が国で水深が最も深い駿河湾に面しているため海底勾配が

急峻で、しかも、太平洋の荒波を直接受けることから、外港計画は経済的にも技術的に困

難でした。そのため掘込み式の港が計画され、従来、築港工事が手掛けられなかった砂浜

海岸に港をつくることになりました。

掘込み式港湾である田子の浦港は、苫小牧港とともに我が国で最も早く着手しました。

これに加え、防波堤構造や沿岸漂砂による港の埋没など様々な課題がありましたが、当時

の土木技術の粋を結集し、この難局に立ち向かっていきました。

本冊子は、田子の浦港の築港を振り返るもので、「ふじのくに静岡みなと通信」の“港

こぼれ話” に寄せられた、諸先輩の苦労話や体験談を集め、当時の写真とともに取りまと

めたものです。

【 目 次 】

1



【写真で見る築港当時の技術】

■ 西防波堤

西防波堤は、当時としては我が国最大級の

マンモスケーソンを含む13基の圧気式潜函

を沈めてつくられた。左の写真は、昭和35

年、西防波堤（白灯台）建設のためのケーソ

ン進水の様子です。現在の赤灯台付近の海岸

でケーソンを製作し、海に押し出して浮かべ

て防波堤まで運び、目的の場所で海水を注入

して据え付けた。

当初計画は既設防砂提の延長線上に「捨ブ

ロック式傾斜提」として計画され、昭和33

年4月から6月にかけて延長46ｍ施工したこ

とろで被災（台風11号）しため、ニューマ

チックケーソン工法に変更した。

急勾配と厳しい自然条件の海岸施工のため、

難工事を極めた。

左下の写真は、昭和42年６月、災害復旧

工事１号ケーソン工事中である。

右下の写真は現在の様子。

■ 吉原埠頭

吉原埠頭の基礎は、我が国はじめての陸打

ちセル工法によってつくられた。

（昭和42年６月）

右の写真は現在の様子。

■ 石油配分基地

県東部の石油配分基地として作られた。

隣接の鈴川石油専用岸壁からパイプライン

で同基地に送られる。

下の写真は現在の様子。
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【写真で見る港の移り変わり】

■ 汚泥浚渫と緑地公園の整備

背後地域の工場からの排水が田子の裏港の

ヘドロ公害の起因になった。

この堆積汚泥は昭和45年～55年度におい

て公害防止対策事業により除去された。

堆積汚泥は、富士川河川敷などに処理され、

現在運動公園などとして活用されている。

処理量 Ｖ＝182万m3

■ 石水門に代わる沼川水門橋

上の写真は、沼川へ架設中の臨港道路の橋梁、

手前が、沼川水門橋である。

ここには、明治時代に「石水門」が築造され、

長年に渡り海水が逆流する塩害被害を防いでき

た。現在は、河口を掘り込み、広大な水域が作

られたことにより、これまで海水の逆流による

被害は生じていない。

左下の写真は当時の石水門、右下の写真は、

現在の沼川水門橋で、水門として橋面を回転さ

せているところである。

■ 木材荷さばき水面と貯木場

当時は、水面積38,000㎡の水面荷さばき場

と、2基（延べ45,0000㎡）の水面貯木場が

整備されていた。

時代の趨勢と伴に、原木の輸入が激減し、現

在は最後の水面貯木場の埋立が施工中である。

下の写真は現在の様子。
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田子の浦港は、旧田子浦村出身の船山啓治郎氏と齋藤寿夫氏、そして多くの

郷土に縁のある人の熱意に支えられ築港されました。

旧富士市と合併する前まで田子浦村の村長職にあった船山啓治郎氏は、岳南

地域の発展のために田子の浦港の築港を構想し、同氏の活躍により「田子の

浦港修築期成同盟会結成準備協議会」が組織され、港湾管理者が設立される

など着工に向け奔走し、築港への足掛りが整います。

同じく田子浦村出身である齋藤氏は、静岡県総務部長などの要職を務め、部

長時代には船山氏の計画に理解を示し、関係者の活動を支えます。その後、

昭和２６年から４期にわたり知事に就任します。その間、田子の浦港の建設

を決定付けた県の総合計画の策定やこの地域への優良企業の誘致に尽力し、

築港が始まりました。

築港計画が実現したのは、なによりも、210名の地権者の方々のご理解

あってのことです。

発行者

静岡県田子の浦港管理事務所
TEL 0545-33-0495

齋藤寿夫氏と船山啓治郎氏の胸像齋藤寿夫氏と船山啓治郎氏の胸像 顕彰碑（ふじのくに田子の浦みなと公園）

顕彰碑（駅南公園）鈴川


